
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

平成年月日 水曜日 第号官 報




◇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
六
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

災
害
援
護
資
金
の
償
還
方
法
に
、
月
賦
償
還
の
方
法

を
追
加
す
る
こ
と
と
し
、
災
害
援
護
資
金
の
月
賦
償
還

は
元
利
均
等
償
還
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

２

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
被
災
者
が
保
証

人
を
立
て
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
旧
第
八

条
関
係
）

３

災
害
援
護
資
金
の
償
還
に
係
る
違
約
金
の
延
滞
利
率

を
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第

九
条
関
係
）

４

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

５

施
行
期
日
等

こ
の
政
令
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
関

係
）関

係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と

し
た
。（
附
則
第
四
項
関
係
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
の
間
の

豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
七
号
）

（
内
閣
府
本
府
）

１

平
成
三
〇
年
五
月
二
〇
日
か
ら
七
月
一
〇
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
中
小
企
業

信
用
保
険
法
に
よ
る
災
害
関
係
保
証
の
特
例
の
適
用
期

間
を
平
成
三
二
年
一
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と

し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
文
化
財
保
護
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
一
八
号
）（
文
部
科
学
省
）

一

文
化
財
保
護
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
文

化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
事
務
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
の
長
が
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
事
務
を

管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
公
共

団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
都
道
府
県
の

知
事
又
は
市
町
村
の
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
四

条
及
び
第
五
条
関
係
）

２

認
定
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
事
務
と
し
て
、
建
造
物
で
あ
る
重
要

文
化
財
と
一
体
の
も
の
と
し
て
当
該
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
土
地
そ
の
他
の
物
件
（
建
造
物
を
除

く
。）の
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

（
以
下
「
現
状
変
更
等
」
と
い
う
。）に
係
る
許
可
及

び
そ
の
取
消
し
並
び
に
停
止
命
令
等
の
事
務
の
全
部

又
は
一
部
を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
一

項
関
係
）

３

認
定
市
町
村
で
あ
る
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う

こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
と
し
て
、
１
に
規

定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
二
年
以
内
の
期
限
を
限
つ
て

設
置
さ
れ
る
小
規
模
仮
設
建
築
物
の
新
設
、
増
築
又

は
改
築
等
の
現
状
変
更
等
に
係
る
許
可
及
び
そ
の
取

消
し
並
び
に
停
止
命
令
等
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部

を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
二
項
関
係
）

４

文
化
庁
長
官
は
、
１
及
び
２
の
事
務
を
認
定
市
町

村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、

当
該
認
定
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す

る
事
務
の
内
容
及
び
当
該
事
務
を
行
う
こ
と
と
す
る

期
間
を
明
ら
か
に
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
認
定

市
町
村
の
属
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
そ
の

事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
限

る
。）に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
当
該
認
定
市
町
村
の

教
育
委
員
会
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
六
条
第
三
項
関
係
）

５

文
化
庁
長
官
は
、
１
及
び
２
の
事
務
を
認
定
市
町

村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
並
び
に
当
該
認
定
市
町
村

の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内
容
及

び
当
該
事
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
期
間
を
官
報
で
告

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第

五
項
関
係
）

６

１
及
び
２
に
よ
り
認
定
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
事
務
の
一
部
を
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九

項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

二

地
価
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
行
う
地
方
文
化
財
保
護

審
議
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が

文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
都
道
府
県
の
知
事
が
行
う
こ
と
と
し

た
。（
第
一
七
条
第
三
項
関
係
）

三

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

認
定
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
事
務
に
つ
い

て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る

事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方

公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
町
村

の
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
一
項
関
係
）

四

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
電
波
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

九
号
）（
総
務
省
）

１

電
波
法
施
行
令
（
平
成
一
三
年
政
令
第
二
四
五
号
）

の
一
部
を
改
正
し
、
第
二
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士
等
の

行
い
、
又
は
そ
の
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
無
線
設

備
の
操
作
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条

第
一
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て「
施
行
日
」

と
い
う
。）前
に
生
じ
た
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世

帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
つ

い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
八
条
の
規
定
は
、
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
二
項
中
「
第
十
条
」
と
あ
る
の
は
、「
第
九
条
」
と
す

る
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
十
六
号

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

四
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
又
は
半
年
賦
償
還
」

を
「
、
半
年
賦
償
還
又
は
月
賦
償
還
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に

改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
十
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
五
パ
ー
セ

ン
ト
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第

十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
保
証
人
」
を
「
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
た
者
の
保
証
人
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条

と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十

三
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
第
二
号
中
「
が
第
十
一
条
第

一
項
」
を
「
が
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。




		2019-01-29T14:51:16+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




